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市ホームページにも、これまでのバックナンバーを含め掲載しております。 

「学習者用コンピュータ通信」を検索 

していただくか、ＱＲコードでアクセ 

スしてください。 

 

夏の家庭学習に、学習者用コンピュータの有効活用を！ 

夏休みは、日頃できない活動に時間を使える貴重な期間です。充実した夏休みにするためにも、

ご家庭で学習者用コンピュータを有効に活用してください。例として、以下のような活用方法があ

ります。 

観察や日々の記録 

Google ドキュメント 
学習者用コンピュータで写真を撮影し、旅行や

月の満ち欠けの記録を書く。 

Googleスライド 
学習者用コンピュータで動画を撮影し、スポー

ツのフォームや動きの変化を記録する。 

ドリル教材 
「eライブラリ」や「eboard」を活用して、自分の苦手な教科を毎日少し

ずつ学習する。 

調べ学習 

学校の課題（セカンドスクール、職業調べ、進路学習等）、自由研究、自

分の興味のあること（旅行、動物・植物、料理等）についてインターネット

で調べる。 

 学習ドリルのアプリ、「eライブラリ」と「eboard」は自由に進めていただいて構いませんが、学

校から指示がある場合はその通りにお願いします。なお、小学校第１学年、第２学年の児童につい

ても、夏休み中は学習者用コンピュータを家庭に持ち帰ることを可能としております。実際に持ち

帰らせるかどうかは、実態に応じて各校で判断します。 

 

「eライブラリ」にはドリルソフト以外にも、色々な機能があります。 

ドリルソフトの「eライブラリ」の内容をご紹介します。「ドリル」では小学校１年生から中学校

３年生までの、国語・算数（数学）・理科・ 

社会・英語の５教科の内容を学習できます。 

これから学習する内容を予習に利用すること 

も、学年を超えて苦手分野の復習に利用する 

ことも可能です。自分が学習した内容は「マ 

イページ」に記録されます。達成度が低かっ 

た問題を解きなおすなど、「学習の見直し」に 

活用してください。      （裏面あり） 

保護者の皆様 



「ライブラリ」でリスニング練習も可能です。 

 「ライブラリ」には英語のリスニング、学習カード、動画教材が収められています。例えば

「ゴー！ゴー！サンセットタウン」では英語の聞き取りをしながら、出される課題に取り組み

ます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 １回１０分程度の内容で、再生速度を調整したり英語の字幕を出したりできるなど、難易度の

調整も可能です。全部で４０本のストーリーとムービーが収められているので、お子様の実態に

合わせて活用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みを、学習者用コンピュータの使い方を見直す機会にしましょう。 

学習者用コンピュータは、学習に使用するための道具です。学習以外に使用していないか、使

用する際の姿勢や目と画面との距離など健康を害するような使い方になっていないかなど、夏休

みの間に使い方についてご家庭で話し合う機会を作ってください。ご家庭で話し合う機会を作る

ことが、子どもたちの自律的に ICTと関わる力を育成することにつながります。 

 

難易度の違うリスニング問題が 

用意されています。 

リスニング問題を聞いて課題に 

取組むと、新聞が作成されます。 
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